
ふくしま有機農業ひとづくり強化支援事業補助金交付要綱 

 

（趣旨） 

第１条 県は、地方創生推進交付金交付要綱（平成２８年８月１日付け府地事２９１号

内閣府事務次官通知）に基づき、自然環境の保全と資源の循環利用を行う持続可能な

農業を実現するため、県が推進する「環境と共生する農業」の担い手並びに次世代の

有機農業の中核となる農業者の確保と育成を図るため、農業団体、出荷団体、農業法

人、農業者、その他知事が適当と認める団体等（以下「事業実施主体」という。）に

対し、福島県補助金等の交付等に関する規則（昭和４５年福島県規則第１０７号。以

下「規則」という。）及びこの要綱の定めるところにより、予算の範囲内で補助金を

交付する。 

 

（補助の対象及び補助率） 

第２条 福島県知事（以下「知事」という。）は、事業実施主体が行う補助事業を実施

するために必要な経費のうち、補助金交付の対象として知事が認める経費（以下「補

助対象経費」という。）について予算の範囲内で補助金を交付する。 

２ 補助対象経費の補助率は別表のとおりとする。 

なお、補助額は、計算した結果に千円未満の金額があるときは、これを切り捨てる

ものとする。 

 

第３条 規則第４条第１項の申請書は、様式第１号によるものとし、その提出期限は、

知事が別に定める日とする。 

 

（消費税及び地方消費税仕入控除税額の減額申請等） 

第４条 事業実施主体は、規則第４条の規定に基づき補助金の交付の申請をするに当た

って、当該補助金に係る消費税及び地方消費税に係る仕入控除税額（補助対象経費に

含まれる消費税及び地方消費税相当額のうち、消費税法（昭和６３年法律第１０８号）

の規定により仕入れに係る消費税額として控除できる部分の金額及び当該金額に地方

税法（昭和２５年法律第２２６号）の規定による地方消費税の税率を乗じて得た金額

の合計額に補助率を乗じて得た金額をいう。以下「消費税等仕入控除税額」という。）

を減額して交付申請しなければならない。ただし、申請時において消費税等仕入控除

額が明らかでないものについては、この限りでない。 

 

（補助金の交付の条件） 

第５条 規則第６条第１項第１号に規定する別に定める軽微な変更は、別表の事業欄に

掲げる事業の区分に応じ、それぞれ同表の重要な変更の欄に掲げる以外の変更とする。 

２ 規則第６条第１項第５号に規定する別に定める事項は、次のとおりとする。 

(1)国から付された補助金交付の条件を遵守するために必要な事項。 

(2)事業実施主体等が規則第18 条の規定を遵守するために必要な事項。 

(3)前号の規定により、財産処分の制限をした場合において、制限期間内に処分（補

助事業により取得し、又は効用の増加した財産を補助金の交付の目的に反して使用



し、譲渡し、交換し、貸し付け、又は担保に供することをいう。以下同じ。）しよ

うとするときは、あらかじめ知事の承認を受けること。 

(4)その他規則及びこの要綱の定めに従うべきこと。 

３ 事業実施主体等は、補助事業の完了後においても補助事業により取得し、又は効用

の増加した財産については、善良な管理者の注意をもって管理するとともに、補助金

交付の目的に従ってその効果的な運営を図るものとする。 

 

（変更の承認申請） 

第６条 規則第６条第１項の規定に基づき、知事の承認を受けようとする場合は、変更

（中止・廃止）承認申請書（様式第２号）を知事に提出しなければならない。 

 

（申請を取り下げることができる期日） 

第７条 規則第８条第１項に規定する別に定める期日は、交付決定の通知を受理した日

から起算して１０日を経過した日とする。 

 

（概算払） 

第８条 知事は、必要があると認めるときは、この要綱に定める補助金について、概算

払の方法により補助金を交付することができる。 

２ 前項の規定に基づき補助金の概算払を受けようとするときは、概算払請求書（様式

第３号）を知事に提出しなければならない。 

 

（状況及び完了の報告） 

第９条 規則第１１条の規定による事業の遂行状況報告は、ふくしま有機農業ひとづく

り強化支援事業遂行状況報告書（第４号様式）により、補助金の交付決定のあった年

度の１１月３０日現在において、当該年度の１２月２０日まで行うものとする。 

ただし、当該年度の１１月において概算払請求書を提出する場合には、これをもっ

て事業の遂行状況報告にかえることができるものとする。 

２ 事業実施主体は、当該事業が完了したときは、速やかに事業完了報告書（様式第５

号）を知事に提出しなければならない。 

 

（実績報告） 

第 10 条 規則第１３条の規定による実績報告は、様式第６号により、その事業完了の

日（事業廃止について知事の承認を受けた場合においては、承認を受けた日）から起

算して３０日を経過した日、又は補助金の交付決定があった日の属する年度の３月１

０日のいずれか早い日までに行わなければならない。 

２ 事業実施主体は、実績報告を行うに当たって、当該補助金に係る消費税等仕入控除

税額が明らかな場合には、これを補助金から減額して報告しなければならない。 

３ 事業実施主体は、実績報告の提出後に消費税及び地方消費税の申告により当該補助

金に係る消費税等仕入控除額が確定した場合には、その金額（前項の規定により減額

した場合にあっては、その金額が減じた額を上回る部分の金額）を消費税等相当額報

告書（別記様式）により速やかに知事に報告しなければならない。 



４ 知事は、前項の報告があった場合には、当該消費税及び地方消費税仕入控除額の全

部又は一部の返還を命じることができる。 

 

（補助金の交付の請求） 

第 11 条 補助金交付の決定の通知を受けた事業実施主体は、当該事業が完了した場合

は、補助金交付請求書（様式第７号）を速やかに知事に提出しなければならない。た

だし、補助金の全額が概算払された場合はこの限りでない。 

 

（会計帳簿等の整備等） 

第 12 条 補助金の交付を受けた事業実施主体は、地方公共団体の場合にあっては、当

該補助事業等に係る国の交付金等と当該交付事業等に係る当該地方公共団体の予算及

び決算との関係を明らかにした交付金調書（第８号様式）を作成してこれを保管し、

地方公共団体以外の者の場合にあっては、補助金等の収支状況を記載した会計帳簿そ

の他の書類を整備し、補助事業等の完了した日の属する会計年度の翌年度から起算し

て５年間保存しておかなければならない。 

 

（財産の処分の制限） 

第 13 条 規則第１８条第１項ただし書きに規定する別に定める期間並びに同条同項第

２号及び第３号に規定する別に定める財産は、次のとおりとする。 

財産の種類 処分制限を受ける期間 

１ 不動産及びその従物 

 

２ その取得価格が５０万 

円を超えるもの 

減価償却資産の耐用年数等に関する省令（昭

和４０年大蔵省令第１５号）による（当該省令

に定めのない財産については、農林水産大臣が

別に定める期間（農林畜水産業関係補助金等交

付規則（昭和３１年農林省令第１８号））によ

る）。 

 

（書類の経由）  

第 14 条 補助事業者等が規則及びこの要綱の定めるところにより知事に提出する書類

は、所轄の農林事務所長を経由して提出しなければならない。ただし、県全域又は農

林事務所の管轄を大きく越えるなど広域に及ぶ団体が事業実施主体である場合を除く。 

 

（権限の委任） 

第 15 条 規則及びこの要綱に基づく知事の権限であって別表に掲げる事業に係るもの

は、所轄の福島県農林事務所の長に委任する。ただし、県全域又は農林事務所の管轄

を大きく越えるなど広域に及ぶ団体が事業実施主体である場合を除く。 

 

附 則 

この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和４年４月１日より施行し、令和４年度分の補助金から適用する。 



附 則 

この要綱は、令和６年４月１日より施行し、令和６年度分の補助金から適用する。 



別表（第２条・第５条・第15条関係） 

事業名 補助対象経費 補助率 重要な変更 

ふくしま有機農

業就農研修支援

事業 

本県有機農業の新た

な担い手を確保する活

動、有機農業による就

農を目標とした研修を

実施するための整備及

び運営等に要する経費 

定額 

ただし 100 万円

を上限とする 

１ 事業費 

・事業費の増額 

・事業費の20％以上の

減額 

 

２ 経費配分 

・20％以上の配分の変

更 

 

３ 事業内容の変更 

・事業実施主体の変更 

・取組の追加又は中止 

 


